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茶殼の給与がブロイラーの成長と脂肪蓄積に及ぼす影響
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茶殻の有効利用を目的に， 3週齢のブロイラーに日本茶の粉末状茶葉または茶殻を2.5％配合した飼

料を5週間給与し， その成長，飼料摂取量，産肉呈， 内臓菫および'Ⅲ情成分に及ぼす影響について検討

した。

その結果，茶殻区の8週齢体重は対照区と同等であったが， 茶葉区は他区よりも有意に低かった。飼

料摂取量と増体量も8週齢ll寺体重と|司様の傾向を示した。飼料要求率には差は見られなかった。ムネ

肉・モモ肉・ササミを合計した重量（正肉三品量）は，茶葉区は茶殻区と対照区に対して有意に小さく

なったが，正肉三品歩留（屠体重に対する正肉三品の割合）においては各区間に差は認められなかった。

腹腔内脂肪重量および屠体重当たりの腹腔内脂肪重量の割合は茶葉区が対照区よりも有意に低くなった

が，茶殼区も対照区よりも低くなる傾向がみられた。血清成分については特別な結果は認められなかっ

た。ブロイラー飼料への茶殼の添力| |は飼料摂取も良好で成長を増進させた。また，腹腔内脂肪の語禎も

対照区に比較すると抑制する傾向を示した。

以上のことにより，茶殻はブロイラー飼育における有効な飼料lﾙ!料であることが半l1明した。
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物中に10～15%も含有されている （松崎と原, 1985,

池ヶ谷, 1987)。カテキンの主な作用として，抗駿化作用

(松l11奇と原1985, Yoshino""1994)や消臭（脱臭）

作川（安IH, 1992)等の報告がある。一方，緑茶あるい

は茶抽出成分給与で，池谷ら(1995)と佐野ら (1996)

は，鶏肉のKllfIの上昇抑制，過酸化脂質含量の低下およ

びビタミンAとE含量の増加を報告した。山根ら

(1999）は，産卵鶏に緑茶温湯抽出物質を給与すると，血

清と卵黄中の脂質と2チオバルビツール反応物質値が

減少することを報告している。

ここ数年来，茶葉中のカテキン等の機能性が注目さ

れ，緑茶ドリンクの需要が急速に増加するに伴い，茶殼

が残置物として多量に排|Hされ，産業廃棄物として問題

となっている。茶殻には多くの有効な成分が含まれてい

るにもかかわらず有効な l1用法は開発されていないのが

現状である。一万,我が国の飼料は輸入に依存しており，

食品製造時に排出物として廃棄処分されている茶殻を未

利用農産物資源として利用することが，資源の有効活用

や環境問題解決の観点から価値あるものと考えられる。
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L|本人の食生活が欧米化するに伴って，生活習慣病が

人きな社会問題となり，畜産物も低脂Ilﾉjのものの供給が

望まれるようになった。そこで近年， ブロイラーの肉質

改善と過粟||な脂肪蓄積の抑制には様々な方法が用いられ

ている。著者らは前報（金子ら, 2000, 2001)において，

n本茶にはブロイラーの腹腔内脂肪蓄積の抑制や肉色調

の赤色度の増加効果等があることを報告した。

茶葉には，食物繊維， ビタミンE, タンパク質の水不溶

性成分等が60～65%(菅野, 1995)含まれている。さら

に，各種のビタミン群ミネラル， タンニンやプリン塩

基などの物質が多量に含まれる。特に茶典中には， エピ

ガロカテキンガレート， エピカテキンガレート， エピガ

ロカテキン， エピカテキンを主成分とするカテキンが乾
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そこで今凹の'j<!"では，未利川資ili(である茶殻の灯効

#'川1を目的(ニブロイラーに茶殻を給与し，成長，飼料

摂取量，正肉登脂肪蓄犢および1m液中成分に及ぼす影

響について検荷､｣した。

実験材料および方法

3週齢のブロイラー雄（チャンキー） 45ノレlを用いた。

雛は｢h販飼料で育成し， 3週齢で休亜が等しくなるよう

に各区15羽ずつ31又に区分した。 hi情は隔岡県立八女

腱業高等学校の| )H放ﾉ'i'』平飼舎で付い, 1区の面積は3．3

mu (1 .8m×l .8m) とした。飼料はCP 18%,ME3, 170

kcal/kgの市販ブロイラー後期川を|' | | |1摂取させた。 | |

本茶葉は八女農業高校で生産したﾙi(茶を使用した。茶投

の調製は， 茶雌を75℃温湯で10分川仙出し， その後5

1 1間天|｣乾燥させた。茶殻と茶葉は粉末状(0.290mm以

|､.）にし， |妃合i,州' | 'に2.5%添ﾉ｣l lした。実験期間｢|1の刺

料と飲水は'三l l ll摂取とした。休電は1週間毎，飼料摂llX

量も1週間毎に給与量と残量を測定した。 8週齢の体IIT

i1ll1定時に全ての鶏の翼ﾄ静脈より採lillし，非働化処｣:'l!

(56℃30分力IIM)後に1O分間遠心分離(2,220×g) Ll111

宿を得た。臨床化､j:: 1 ' |勅分析装置(CL-8000島津製作1ﾘT)

で，総コレステロール, HDLコレステロール, 1m糖, ' | 1

’ lill旨防， リンIIH賀およびカルシウム鵬度を測定した。

採血後に各|><より雌作為に7羽をllll出し, 17時間絶食

後に，定法にしたがって解体し，屑体重， 正肉量ムネ

肉， モモ肉， ササミおよび|ﾉ1臓亜（|Ⅱ:脳，腹||空内脂肪）

をilll定した。ムネ|ﾉﾘ， モモ肉およびササミの合計頃敬を

1 1拘三品呈とし, l胃体重に対する割合をll肉三品歩用と

した。

実験に供した茶殻l戊分の測定は， 水分については',哨吐

"Ⅱ熱乾燥法(ji11兆1971)． 他の一般l戊分は倉田と林

(1971)の方法に従い，州タンパクI｢IIはケルダール法, 111

脂肪｛よソックスレー仙出法，粗灰分はll' 1接灰化法によっ

た。粗繊維は1.25%硫酸および1.25%水酸化ナトリウム

液で処理後に灰分|1tを差し引いて, ' 11溶無窒素物は100

からその他（水分十州タンパク質十111脂ll"+粗繊維+111

"〈分）を差しり|いて求めた。無機物（カルシウム， カリ

ウム， ナトリウム， マグネシウム，鉄， マンガン, fli1,

1IlifG)は乾式灰化(200℃から50℃ずつ500℃まで徐々

にIU熱500℃で数ll寺間加熱）後，原子吸光光度法により

汕l定（串崎と木|ﾉ1, 1975,伊藤, 1975), リンは乾式灰化

後，バナドモリブデン峻比色法(l,1,1;､ 1975)で測定し

た。熱量は熱壁i l･ (CA4島津製作所）を川いて測定した。

結果の有意差の検疋は，分散分析の後にDuncanの新

多重範囲検定（新城1996）でｲjつたo
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結果および考察

今回の実験に供した茶殻成分は表lのとおりとなり，

タンパク質, ! II溶無窒素物の含| ,tが多くなり，総カロ

リー含量は4,863kcal/kgであった｡

3週齢から8週齢までの体重の帷移を表2に示した。8

週齢の体亜は，茶殻区＞対照|ざ＞茶葉区の順となり， 茶

葉区のそれは4週齢から低下し， 8週齢において茶殻|>〈

と茶葉区との体重差は約580gとなり， 有意な差となっ

た。また。茶殻|><と対照区との|H1の焔はl7gとなり， イ｣．

意な差はなかった。前報（金丁・ら, 2001) と同様に茶雌

給与.区の休亜減少が認められた。 しかし，茶殻の添"Ⅱ給

与は体重の1剛Ⅱを抑制しないことか示された。

4週から8週までの1羽当たり, 1週間当たりの剛体

表1. 茶棚戊分

rablel. Compositionofusedgreenteapowdel

成分 Ingredients

水分

粗蛋白質

相||旨肪

柤繊維

にW容無窒素物

粗灰分

力ルシゥム

リン

カ｜ノウム

ナトリウム

マグネシウム

鉄

マンガン

銅

LII!鉛

(％）

(％）

rQ／1
k／ワノ

(％）

(％）

(％）
′ ' 、

(mg/gノ

('''g/g)
／ ノ 、

（mg／gノ
' ノ 、

（mg／gノ

/ ノ 、

（mg/gノ

〆 ノ 、

（mg/gノ
／ / ､

（mg/gノ
／ ノ 、

(〃g/gノ
／ ノ ､

(βg/gノ

Water!ノ

Crudeprotein2)

CI-udefat;))

Crudefibel- ' )

NitrOgenfreeextract3)

Crudeash6)

Calcium7)

PhosphorLIsM)
再n

PotasslLlm‘ノ

Sodium7)
奇L

Magnesium! ノ

Iron7)

ManganesC7)

Coppel-7)

Zinc7)

７
５
４
７
６
１
１
１
７
３
８
１
１
２

７
５
３
７
４
７
６
８
、
〉
３
３
０
房
Ｉ
Ｏ
Ｏ

８
ワ
』
２
０
３
２
３
１
３
０
１
０
０
０
０

３

１
４

!)常圧加熱乾燥法. Dryingbyheatingundel-atmos-

phericpressuremethod.

2)ケルダール法. Kjeldahlmethod.

')) ､ノックスレー'11 1 11怯. SoxhletCxtraCtiOnmethod.

! ) l .25%硫雌及び1.25%水酸化ナト リウム液で処｣:' |!

後灰分量を差し引く．

Subtract theashquantilyaftel･ handlingwith

l.25%H2SO! andl 、25%NaOHliquid.

3) 100-(水分+111蛍白質+IHII旨||ﾉj+Ⅷ繊維十粗灰分).

100 (wとltel･+crudeprotclll+cI-Lldefat+crlldc

I1ber+crudeash).

6)直接灰化法Direct incineralionmethod.

7)原子吸光光嘆法. AlomicabsoI-plionmethod.

肘)バナドモリブデン酸比色法. Vanadomolvbdicacid

colorimetrvmethod.
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菫，飼料摂取量と飼料要求率は表3に示したとおりであ られるoMuramatsu""/. (1986)は， ラット飼料巾に

る。飼料摂取量は対照区に対して茶殻区-1.9%,茶蛎|>< 11[カテキン3%を添"I Iすると成長|111ilillが起こることを報

15.5%となり体重と|口l様に茶葉区が減少し， 茶殻区と 告している。池谷ら(1995)は，産卵期に荒茶5%含肖飼

対照区の問には差はみられなかった。 料を袷jj.し，飼料摂取量の減少と産卵率の低下を観察

4週から8週までの飼料‘災求率は。茶殼区1.87＜対服 し，その'刺ﾉ〈|はカフェインによると推測している。また、

区l .91<茶葉区1.92のlll頁となり， 茶殻区と対照区の差 閏l lら(1999)は，荒茶と茶殼｢|｣のカテキン(15.1%およ

(004）は有意な差ではなかった。 び03％）とカフェイン （3.6％および0.0%)の含量を示

現在のところ家畜・家禽へ茶殻を与え，体重への影響 し，湯による浸潰によりこれらの成分含量が大幅に減少

を検討した報告は少ない。佐野ら(1996)は，肉用鶏に することをflM告している。本実験においても，茶殻添加

茶殻粉末を3％配合した飼料を35R間与えた場合， 茶 給与区は対1IM区と|｢1様の体重増加を示し， その原因とし

殼群の体重の増加と飼料要求率は対照群との間に有意な て， 茶殻では，飼料摂取量や体H1増加に影響すると考え

差はなかったと報告している。 られるカテキンとカフェインの減少が推察される。

茶葉の給与が休垂を減少させる要|天|としては，茶葉I | ' 屠体重正肉量ならびに各部位の重量を表4に示し

成分のカテキンやカフェインが影響を与えたものと考え た｡ l吾休IE,正肉三品呈は8週齢時の生体頭と同様の傾

表2． 茶殻の給与がブロイラー雄の休亜に及ぼす影響(9)

Table2. EffectsofusedgreentealeafongrowthperIol-mancGolmalebroilers (9)

週齢

WeekoIage

対照区

Control

茶殻25％区

2.5%LIsedtea

茶葉2.5％区

2.5%greentea

羽数No.ofbirds

3

4

6

8

14

706±4(）

1092士84u' )'2)

2417=tl86;}

3975士222;！

拙
民
Ｊ
ヴ
ー

ｎ
ｏ
１
１
一
ｈ
Ｊ
ｎ
Ｕ

４
４
（
ｕ
ゾ
－
１
ワ
ム

叫
士
十
一
十
一
十
一

８
５
２
２

０
８
４
９

７
０
３
９

１
２
３

ｂ
Ｏ
〕
［
ｊ

Ｆ
Ｄ
４
Ｌ
（
ｂ
１

４
凸
【
Ｉ
１
９
】

喝
十
一
十
一
十
一
十
一

２
１
５
７

０
戸
Ｉ
７
０

７
９
０
４

ワ
】
、
。

' )平均値±標準偏差．

Means±Standarddeviation、

2)異符号を{､Iした平均値には匹間で有~怠産あり (p<0.05).

Valueswithdi｢IerentalphabeticalscriptshowthesignincantdifferencG(p<0.05)

表3． 茶殻の給与.がブロイラー雌の岫休;n, fi,11f:|摂取I I I:および飼料'災求率に及ぼす影響

Table3. E｢｢cctoI LIsedgrccn teaonbodyweightgai ll, feed intakesandfeed

convel－slonrallosoI●malc l)roilers

茶'!'ff25%|>< 茶蛙25%R

2.5%llsedgl℃enteと1 2.5%g1･eentea

．
。
Ｏ

又
↑

１
座
１
，
４
１
》

’
ノ
ー
Ｌ
砧

岬
Ⅱ
み
、

Ｊ
１
Ｏ

ｋ
Ｃ

羽数Noofbirds l4 14

端体咀(g/im/>M) B()dyweightgain (g/week/bil･d)

48 654±44&' ' )'2） 657±42;

飼料摂取量(g/ju/羽) Feedintake(g/week/bird)

4－8 1232 1204

#｢il料要求率Fccdconvcrslonratlo

48 1 ．91 1 ．87

15

541±451

1036

1 ．92

' )平均値±標準偏兼

Mcall=tStandarddcviation.

2)異符号をｲ､1･した平均値にはⅨ|川で有‘幽産あり (p<0.()5).

Valueswithinarowwithdiffel-clltalphabeticaI scriptshowthesignincanl

difference(p<0.05).
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向を示し，茶殼区，対照区と茶葉区の間には有意な差が

認められた。 しかし，正肉三品歩留（相対重量％）でみ

ると対照区492％＞茶殼区48.7％＞茶葉区473％の||旧

となるものの有意な差は認められなかった。

肝臓菫は，茶葉区で有意に減少したが，屠体重に対す

る肝臓の相対的重量（屠体重100g当たり）では有意な

差は認められなかった。

腹腔内脂肪重量も，茶葉区で有意に減少し，屠体重に

対する腹腔内脂肪の重量割合においても同様であった。

茶殻区の屠体重は対照区よりも33％重く，茶葉区は

12.1%軽かったのに対して， 腹腔内脂肪量および屠体重

に占める割合は，対照区よりもそれぞれ茶殻区で66％

および94％，茶葉区で368および286％低く，屠体重

よりも腹腔内脂肪の減少割合は茶葉区で著しかった。ま

42巻J3号(2005)

た， 茶殻区においても|司様の傾向がみられた。

石橋ら（2002）の報告においても， ブロイラーに茶殻

3％を給与した場合の腹腔内脂肪量の生体重に対する割

合は，対照区に比して有意に減少した。

木村ら(1984)は，緑茶やウーロン茶中に含まれる成

分は腸管での||旨質吸収の抑制や末梢組織での脂質利用の

促進作用があると惟illllしている。Matsumoto"". (1993)

は， パーム油含有飼料にカテキンを添加するとラットの

飼料摂取量と体重には変化はないが，体脂肪割合が減少

し， カテキンが体内で脂肪合成を抑制すると報告してい

る。山根ら (1999)は，産卵鶏へ緑茶温湯抽出物を給与

すると卵黄の粗脂肪含量が減少することを観察した。そ

の原因として，緑茶温湯抽出物給与による血清脂質の減

少と， カテキンによる腸管からの脂肪吸収阻害あるいは

表4． 茶殻の給与がブロイラー雄の各部付菫呈に及ぼす影響

rable4. Effectofusedgreenteaoncarcasspal･tweightsofmalebroilel

対照区
Control

茶殼25％区 茶葉25％区

2.5%usedgreentea 2.5%greentea

羽数No.ofbirds

屠体重

Carcassweight (9)

正肉三品量3）

Breast.thigh.M.pectoralis

profundusweight (9)

正肉三品歩留'）

Breast.thigh.M.pectoralis

profundusdressingpel℃entage(%)

肝臓重

Liver(9)

相対的肝臓重量5）

Relativelivel･weight (9)

腹腔内脂肪量

Abdominalfat (9)

腹腔1ﾉ1脂肪率6）

Abdominal fatrate(%)

7

3655±16941 ' )･2）

7

3777±273a

7

3212±233']

1520±6711798±61a 1839±76a

19．2±1 ．9 18．7±1 ．6 17．3±1 ．2

65±6．4i】 69±5．2〔！ 59±7．4!〕

1 ．77±0． 14 1.82 0.07 1 ．84±0．21

16=t12174±10《！ 69±9

1 ．45±0．31')2．03±0．29 1 ．84±0．30

')平均値±標準偏差

Mean±Standarddeviation.

2)異符号を付した平均値には区間で有意差あり (p<0.05).

Valueswithinarowwithdifferentalphabeticalscriptshowthesignincantdifference(p<0.05)

3)正肉三品呈はムネ肉， モモ肉， ササミの合計壺呈．

Totalweightofbreast, thigh,M.pectoralisprofundus.

')正肉三品歩留は正肉三品量/屠休重×100．

Breast.thigh.M.pectoralisprofundusweight/carcassweight×100．

3)相対的肝臓重量は（肝臓量/屠体重)×100

(Liver/carcassweight)×100．

6)腹腔内脂肪率は腹腔内脂肪量/屠体重×100

Abdominal fat/carcassweight×100．
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表5 茶殻を給与したブロイラー雄の血清成分(mg/d/)

Effectofusedgreenteaonserumconcentrationofpl-otein, lipidsandcalciumin

malebroilers(mg/dZ)

Uable5

血清中成分

Serumconcentrationofsolutes

対照区

Contro]

茶殼2.5％区 茶葉25％区

2.5%usedgreentea 2.5%greentea

羽数No.ofbrids

総タンパク菅

Totalprotein

総コレステロール

Totalcholesterol

HDLコレステロール

HDLcholesterol

中性脂肪

Triacylglycerol

リン脂質

Phospholipid
l lp ･､

カルシゥム

ハT ■

しalcIuln

８４０

Ｍ
十
一８４５ ４４０

皿
十
一４１５

15

4.30=t0.27

199=tl2a' 138=t14'181±l3a

118=t7ab[27±11 95士81）

166=t24 122±22147士10

265±18b347±273340士20

15.6=t1.4
1戸 1圭1 ，

1U･ l Ll 、皇 [2．7±() .7

'j平均値±標準偏差．

Mean±Standarddeviation．

』)異符号を付した平均値には区間で有意差あり(p<0.05).

Valueswilhinarowwithdifferentalphabeticalscriptshowthesignificantdifferennce(p<0.05)

体内での脂肪合成の抑制の可能性を報告している。本実

験においても，屑体重の減少以上に腹腔内脂肪の減少が

大きいことから， ブロイラーでもカテキンの作用による

腸管からの脂質吸収阻害あるいは体内での脂肪合成抑制

の可能性が示唆された。

「01情成分については表5に示したとおりである。血清

中の総コレステロール等の脂質関係成分儂度は低くなる

傾向を示したが，特別の結果はみられなかった。

本実験の結果から， ブロイラー飼料への茶殻の添加給

与では，飼料摂取も良好で成長を増進させた。また，腹

腔内脂肪の蓄積は対照区と比較すると抑制される傾|f1を

,｣<した。このことから，成長を抑制する茶葉の給与より

も茶殻の給与は効果的で有効な方法と老･えられる。産業

廃棄物として処理されている茶殻は，各種の動物用飼料

添加物としての利用を検討することも意義あるものと思

われる。今後は茶葉や茶殻給与によるブロイラー肉への

カテキン蓄積や過酸化I旨質蓄積に及ぼす影響について検

討する必要があろう。

引用文献

廣田あづさ。 |｣I上善久・中村公一・久米信夫． 茶に含ま

れるカテキン等の養鶏への応用．埼玉県畜産センター

研究報告, 3 : 2633. 1999.

堀井聡動物栄養試験法（森本宏監修)． 282286頁．

養賢堂．東京. 1971.

池ヶ谷賢次郎．茶の製造と栄養成分． 食の科学, 117 :

29-35. 1987.

池谷守司・鳥居幸男・佐藤満昭・小泉豊鶏に対する

茶葉の添加が生産性と卵質及び肉質に及ぼす影響静

岡県中小家畜試験場研究告． 8 : 19-23. 1995.

石橋明・大宅由里ブロイラーに対する茶殻給与が生

産性および肉質に及ぼす影響．九州農業研究， 64 ：

110 110. 2002.

伊藤秀文．栽培植物分析測定法（作物分析法委員会編)．

7386.9699頁．養賢堂．東京. 1975.

金子国雄・山lll奇光一・田川裕治・徳永睦子・飛佐学・

古瀬充宏． 日本茶浸出水の給与がブロイラーの成長と

脂肪蓄積に及ぼす影響． 日本家禽学会誌37 ： 350

357. 2000．

金子|到雄・山|崎光一・出川裕治・徳永睦子・飛佐学・

古瀬充宏． 日本茶葉の給与がブロイラーの成長肉成

分及び脂肪蓄積に及ぼす影響． 日本家禽学会誌, 38 :J

77-J85. 2001．

菅野智栄．肥満発症のメカニズムと食事．食の科学，

204:3045. 1995.

木村善行・奥田拓道・毛利和子・奥田拓男・有地滋．

過酸化脂質投与ラットの脂質代謝障害に及ぼす各種茶

抽出物の影響． 日本栄養・食糧学会誌， 37 ： 223232.

1984．

倉田陽平・林弥太郎．動物栄養試験法（森本宏監

修)． 286-297頁．養賢堂．東京. 1971.

串野光男・木内知美．栽培植物分析測定法（作物分析法

Copyright ©2005, Japan Poultry Science Association



J158 H本家禽学会,砧

委員会編)． 5963頁． 養賢堂． 東京． 1975

MatsumotoN, IshigakiF, IshigakiA, Iwashinall とlnd

HaraY.ReductionoIbloodglucose levelsbytea

catechin.Bioscience.BiotechnologyandBiochem-

istl-v,57 : 525-527. 1993.

松崎妙了・原征彦． 茶葉カテキン類の抗雌化ｲﾉ|州につ

いて． 日本農芸化学会誌, 59 : 129 134. 1985.

Mul-amatsLIK,FukuyoMandHal･aY.EffectoIgreen

tea catechins on plasma cholesterol level in

cholesterol-fedrats.JournalofNutritionalScience

andVitaminology,32: 613622. 1986.

岡部達雄．栽培植物分析測定法（作物分析法委員会編)．

69-73頁養賢堂東京. 1975.

佐野満昭・佐々木清隆・富田勲・池守司・烏IF'二坪ﾘj ･

42&J3号(2()05)

小ﾙ& IMI: ･小油重洋． 鶏肉の鮮度保持に皮ぼす茶菓粉

水投与の効果．食11nlifi生学会誌, 37:38-42. 1996.

斬城|ﾘ|久．新版生物統計学入li 11. 5556頁．朝倉書店．東

京1996

1 1 1帳桝夫・後縢|､,'i也・高橋大三・武田英嗣・乙脇研仁・

土l l1孝雄．産卵鶴に対する緑茶温湯抽出物給与の影

#. l 1木家禽学会誌, 36 : 31-37. 1999.

安'| |英之． 茶カテキン類の消臭作用とその利用． 食品工

業, 35: 2833. 1992.

YoshinoK,HaraY,SanoMandTomital.Antioxida-

tivee｢fectsofblack tea theaflavinsand thearu-

biginon lipidperoxidationof rat livel- homo-

genates by tert-butyl hydroperoxide. Biological

alldPharmaceuticalBulletin, 17 : 146 149. 1994

EffectsofDietaryUsedGreenTbaPowderonGrowth

andLipidAccumulationinBroilers

KunioKaneko'),HirokazuHazama2),ManabuTobisa3),YasuhiroKido4),

MitsuhiroFuruse3)andMichioMuguruma2)

' )YameAgriculturalHighSchooI,Yame-shi 834-0031

2)FacultyofAgricLllture,UniversityofMiyazaki,Miyazaki-shi 8892192

])G1-aduateSchoolofBioresourcea'1(IBioenvironmentalSciences,KyushuUniversity,Fukl'oka-shi8128581

4)FacultyofHumallEnvironment,KyotoPI･efectul･alUniversity,Kyoto-Fu606-8522

Broilersweregivendietscontaining2.5%ofJapanesegreenteapowderol･ofusedgreentea

powderfrom3to8weeksofage.GI-owth, feedintake,dressingmeatweight,gibletweightand

serumprolileweredetermined・ Bodyweightsofbil-dsgivenJapanesegreenteapowder,butnot

usedgreenteapowder,at8weeksofageweresignificantlylowerthanthoseofthecontrol.These

resultswereexplainedbythelowestfeedintakeintheJapanesegreenteapowder.Thevaluesfor

dressingmeatweightwel･esimilartothosefol･bodyweight. Japanesegreenteapowderstrongly

andusedgreenteapowdermildlyreducedabdominal fatweight. Nosignilicanterectswere

observedinserumpronles.

Inconclusion, theapplicationofusedgreenteapowderwasbeneficialfol･broilerproduction.

（J”α"GsEJo"""/q/比Ⅸ/"ayS℃/2"",42.･〃53-"58,2005)

Keywords :usedgreenteapowder,broilel･,growth, fatdeposition
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